
参 考 資 料 1

1



アース×成長戦略 重点投資ポイント
アース分野 特色・強み 骨太方針

新しい資本主義実行計画 支援策の例

クリーン分野
（水素、地熱、海洋、自動車、
有機光、環境）

○水素PJ
・水素エネルギー分野を牽引する企業
等の立地
・水素利活用プロジェクト累計30件
○海洋PJ
・自然条件と充実の港湾インフラ、関
連産業の集積
○自動車PJ
・自動車生産拠点の集積（国内シェ
ア18.2％)
・次世代自動車分野への参入促進の
取組展開

○今後10年間に官民協調で150
億円のGX投資
・水素・アンモニアについて燃料価格差の
早期縮小のための支援やサプライチェー
ン構築の拠点整備支援
・洋上風力等の最大限の導入
・蓄電池の国内大規模投資促進
・エネルギー多消費型産業の低炭素化
投資促進
・地域脱炭素化加速

・脱炭素社会構築に向けた再エネ等由
来水素活用推進事業

・蓄電池の国内生産基盤確保のための
先端生産技術導入・開発促進事業

・地域脱炭素移行・再エネ推進交付金

医療・ヘルスケア・コスメ分野
（ヘルスケア、医薬品、バイオ、
コスメ）

○革新的医薬品PJ
・バイオベンチャーの存在（革新的医
薬品等の開発案件累計10件）
○バイオ産業PJ
・豊富な農林水産資源と発酵・醸造
技術の蓄積
・九州地域バイオクラスター推進協議
会を中心とした機能性食品創出支援
（届出件数584件）

○量子、AI、バイオ分野への科学技
術投資の抜本拡充

○創薬ベンチャーへの支援強化

・次世代治療・診断実現のための創
薬基盤技術開発事業

創業・ベンチャー企業創出
○創業・ベンチャーPJ
・九州・山口ベンチャーマーケット等によ
るベンチャー支援
・国家戦略特区による規制緩和

○SBIR制度に基づく指定補助金
等の拡大
○ベンチャーキャピタルと協調した助
成拡大
○前人未踏の優れたアイデア・技術
を持つ人材への支援策の抜本拡充

・地域の技術シーズ等を活用した研
究開発型スタートアップ支援事業

・未踏事業

先端技術への挑戦 ○先端技術活用PJ等
・衛星データ活用、ドローン、Ruby、ス
マート農業などに積極的に挑戦

○あらゆる技術の実装加速（DX投
資） ・地域未来DX投資促進事業

その他 ○スキルアップを通じた労働移動の
円滑化に３年間で4000億円規模
の予算を投入（人への投資）

・人材開発支援助成金

・特定求職者雇用開発助成金
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脱炭素先行地域選定結果（第１回）一覧

募集期間：令和４年１月２５日～２月２１日

選定件数
九州／全国＝３件／２６件

（九州≒１２％）

応募７９件 → 採択２６件

・公募の回数及び時期
基本的に2022年度から2025年度までの各年度２回程度。
公募の都度、早期に選定を行う。

【参考】
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ＳＤＧｓ未来都市等 選定一覧

選定済都市
九州／全国＝２３件／１５４件

（九州≒１５％）

○ＳＤＧｓ未来都市
2024年度末までに、累計210都市を選定することとしている。
（第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」のＫＰＩとして記載）

【参考】
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公募期間：令和４年４月５日（火）～５月１６日（月）午前１２時まで 9

参考：事業例



【参考】

内閣府
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【参考】

総務省
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【参考】
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【参考】
経済産業省
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【参考】
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【参考】

選定地域（過年度含む）
九州／全国＝１０件／６２件

（九州≒１６％）
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第53回国家戦略特区諮問会議（令和4年3月10日）にて
つくば市及び大阪市をスーパーシティ型国家戦略特区に指定することを決定。

スーパーシティの提案があった自治体（計３１団体）

【参考】
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研究開発型スタートアップ支援事業 交付決定事業者

募集期間：令和４年１月３１日～３月２日

採択件数
九州／全国＝２件／２７件

（九州≒７％）

応募１０８件 → 採択２７件

福岡

熊本

【参考】
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